
平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

三

四

〇

号

自
民
党
が
勉
強
会
に
招
い
た
講
師
が
報
道
機
関
に
対
し
威
圧
発
言
を
さ
れ
た
こ
と
に
係
る
安
倍
首
相
の
国
会
答

弁
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

貴

子
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自
民
党
が
勉
強
会
に
招
い
た
講
師
が
報
道
機
関
に
対
し
威
圧
発
言
を
さ
れ
た
こ
と
に
係
る
安
倍
首
相
の
国
会
答

弁
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
三
一
〇
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
三
一
〇
号
）
を
起
案
し
た
者
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

議
院
内
閣
制
は
与
党
が
政
府
を
構
成
し
て
い
る
と
認
識
す
る
が
、
政
府
の
考
え
如
何
。

三

前
回
質
問
主
意
書
で
、
自
民
党
本
部
で
行
わ
れ
た
「
文
化
芸
術
懇
話
会
」
の
勉
強
会
で
講
師
に
招
か
れ
た
百
田
尚
樹
氏
が

報
道
機
関
に
対
し
威
圧
発
言
を
さ
れ
た
こ
と
や
そ
の
勉
強
会
に
参
加
し
て
い
た
国
会
議
員
の
発
言
等
に
つ
い
て
、
安
倍
首
相

が
六
月
二
十
六
日
と
七
月
三
日
の
衆
議
院
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
安
全
法
制
に
関
す
る
特
別
委
員
会
（
以
下
、
「
特

別
委
員
会
」
と
す
る
。
）
の
場
で
さ
れ
た
答
弁
に
は
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
に
関
し
そ
の
理
由
を
問
う
た
と
こ
ろ
、

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
三
一
〇
号
）
で
は
、
「
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
自
由
民
主
党
内
の
会
合
に
関
す
る

も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。
な
お
、
お
尋
ね
の
七
月
三
日
の
答
弁
は
、
政
党
の
代
表
と
し
て
の

発
言
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
議
院
内
閣
制
の
下
で
は
、
自
民
党
総
裁
イ
コ
ー
ル

内
閣
総
理
大
臣
で
あ
り
、
六
月
二
十
六
日
と
七
月
三
日
に
行
わ
れ
た
「
特
別
委
員
会
」
で
の
答
弁
は
同
一
人
物
と
し
て
発
言

一



し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
「
前
回
答
弁
書
」
の
答
弁
の
よ
う
に
政
党
と
使
い
分
け
す
る
よ
う
な
姑
息
な
判
断
は
す
べ

き
で
は
な
い
。
当
方
の
質
問
に
対
し
正
直
に
真
摯
に
答
え
ら
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


